
ＳＤＧｓ解釈一覧及び奥州市版ＳＤＧｓ

【出典】外務省「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と日本の取組」より　　　

ＳＤＧｓ ５Ｐ 概要

1
あらゆる場所のあらゆる形態の
貧困を終わらせる

・
・
・
・

・

絶対的貧困の撲滅
相対的貧困の撲滅
社会保障制度による対策の実施
極端な気象、経済、社会、環境に対
する脆弱性への対策

貧困層やジェンダー※１への配慮

・
・
・
・

経済的な困窮
貧富の差
貧困母子（父子）家庭

社会的包摂※２

共に生きる
社会の
実現を

・
・
・
・
・
・

給付
助成
援助
相談
制度や仕組みの構築
教育、学習

2
飢餓を終わらせ、食糧安全保障
及び栄養改善を実現し、持続可
能な農業を促進する

・
・
・
・
・

栄養不良の解消、食料の確保、飢餓
の撲滅
農業生産性と所得の向上
強靭な農業（対気候変動、極端な気
象現象）

・
・
・
・
・
・
・
・
・

高付加価値化（生産技術、物流、加工技術）
持続可能な食糧生産システム（農業システ
ム）
生態系、生物多様性の維持

フェアトレード※３による児童労働や労働力の
搾取の排除
市民の栄養改善

おいしいと
安全を
届けよう

・

・
・
・
・
・
・
・

農業（栽培、生産方法、技術支援、農地管理）への支
援、助成
商業（販売、取引、広告）への支援
工業への支援、誘致
輸送
技術開発支援、新技術、新方式採用支援

コンプライアンス※４の遵守による環境負荷軽減
コンプライアンスの遵守による雇用環境の改善
健康

3
あらゆる年齢のすべての人々の
健康的な生活を確保し、福祉を
促進する

・
・
・

・
・
・
・

妊婦、小児の死亡率の削減
感染症、伝染病への対処
死亡率削減のための精神保健、福祉
の促進自殺率の低下
薬物、アルコール、たばこなどの乱
用防止
交通事故死亡者の削減
有害化学物質、大気、水質、土壌汚
染による死亡・疾病の減少

・
・
・
・
・
・

新型コロナウイルス感染症
飲酒、喫煙、アルコール

結核、ＨＩＶ※５、マラリア
交通事故
水、衛生、医療環境
関連する教育支援

心身の健康と
しあわせを
みんなに

・
・
・
・
・
・

医療
保健
交通（法令順守、施設設備、技術開発）
環境保全
上下水道整備、維持管理、水質
教育（薬物、アルコール、生存環境）

4
すべての人々への、包摂的かつ
公正な質の高い教育を提供し、
生涯学習の機会を促進する

・
・
・

あらゆる世代に対する持続可能な社
会の構築のための課題を把握するた
めの教育

・
・
・
・

学校教育
生涯学習
職場での訓練
学習や教育環境の整備、機会の創出、確保

自由に学べる
環境をみんなに

・
・
・
・

教育（施設、人材、機会、内容）
学習（施設、人材、機会、内容）
教育機関（学校等）におけるカリキュラムはもとより、

全世代対象の学習やＯＪＴ※６

5
ジェンダー平等を達成し、すべ
ての女性及び女児の能力強化を
行う

・
・

政治、経済、教育、健康等における
ジェンダーギャップの解消

・
・
・
・

ジェンダー

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）※７

女性の能力向上
機会の平等

お互いを
尊重し合おう

・
・
・

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）への対応
ジェンダーの学習、意識、教育
女性の社会進出の取組み

6
すべての人々の水と衛生の利用
可能性と持続可能な管理を確保
する

・
・
・

上下水道、トイレの整備、治山治水
などの幅広い水政策の実施、水圏生
態系の保護や回復

・
・
・
・

上下水道
森林保護
トイレ、合併浄化槽の整備
森林、河川、山地、湖沼、生態系

きれいな水を
今も未来も

・
・
・

安全な水利用環境の整備
水源としての環境保護
衛生環境の保全

7
すべての人々の、安価かつ信頼
できる持続可能な近代的エネル
ギーへのアクセスを確保する

・再生可能エネルギーの推進、転換 ・太陽光、風力、水力、地熱、バイオマス
豊かな自然を
大切な
エネルギーに

・
・
・

温暖化対策として温室効果ガス削減の施策の検討、実施
再エネやその他エネルギー関連の先進技術の導入、利用
促進（制度、情報発信）

8

包摂的かつ持続可能な経済成長
及びすべての人々の完全かつ生
産的な雇用と働きがいのある人
間らしい雇用ディーセントワー
クを促進する

・
・
・

持続可能な社会づくりのための経済
成長、雇用創出や企業、ディーセン

トワーク※８の促進

・
・
・
・
・

ディーセントワーク
児童労働の撲滅
労働力搾取の撲滅
経済関連施策
労働関係法令関連施策

働きがいのある
まちをつくろう

・
・
・

労働、雇用、産業や企業の育成、誘致などの取組み

ローカルビジネス※９

長時間労働の是正や女性・若者の活躍推進

9

強靭（レジリエント）なインフ
ラ構築、包摂的かつ持続可能な
産業化の促進及びイノベーショ
ンの推進を図る

・
・
・
・

持続可能な社会づくりのために、レ

ジリエント※10な産業を発展させ、

災害などに強いインフラ※11を開
発、整備し技術革新をする

・
・
・
・
・
・

交通、物流網
情報通信網
先進技術、環境技術、クリーン技術、資源利
用技術、技術革新
科学研究
産業の持続可能性の向上

先端技術を
活用できるまちを
目指そう

・
・
・
・
・

輸送インフラ（道路、公共交通）検討、整備
情報通信網の検討、整備
技術開発、利用、利用促進
災害に対する備え
上記による産業の強靭化

　※１　ジェンダー：社会的・文化的に作られる性別「男らしく、女らしく」「男なのに、女なのに」など。 ※２　社会的包摂：社会が弱い立場にある人を、その一員として取り込み支え合うこと。
　※３　フェアトレード：途上国の経済的社会的に弱い立場にある生産者と経済的社会的に強い立場にある先進国の消費者が対等な立場で行う貿易。 ※４　コンプライアンス：法令や規則、社会的規範や倫理などを遵守すること。
　※５　ＨＩＶ：ヒト免疫不全ウイルス (「Human Immunodeficiency Virus」の頭文字を取ったもの。) ※６　ＯＪＴ：「On-The-Job Training」の略称で、実際の職務現場で業務を通して行う教育訓練のこと。
　※７　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）：配偶者や恋人など親密な関係にある、 又はあった者から振るわれる暴力。 ※８　ディーセントワーク：働きがいのある人間らしい仕事。
　※９　ローカルビジネス：地域の活性化につながる仕事、活動。 ※10　レジリエント：「強靭な、柔軟な、回復力のある」の意。
　※11　インフラ：インフラストラクチャーの略で、生活や産業などの経済活動を営む上で不可欠な社会基盤と位置づけられ、公共の福祉のため整備・提供される施設の総称。

アクションの例

People
（人）

Prosperity
（豊かさ）

トピック キーワード 奥州市版



ＳＤＧｓ解釈一覧及び奥州市版ＳＤＧｓ

ＳＤＧｓ ５Ｐ 概要 アクションの例トピック キーワード 奥州市版

10
各国内及び各国間の不平等を是
正する

・経済、性別、年齢、障害の有無、国
籍、人種、宗教、性的マイノリティ
※12などの不平等や差別の解消

・
・
・
・

税制
社会保障
賃金
格差、不平等の解消

市民に公平な
まちづくり

・
・
・

税制の適正運用、執行
社会保障の構築、運用
相談（賃金、人権、差別）

11
包摂的で安全かつ強靭（レジリ
エント）で持続可能な都市及び
人間居住を実現する

・持続可能なまちづくり
　災害に強く、歴史や文化がしっか
りと守られ、そこに暮らすいろんな
人が安心して暮らせるまちづくり

・
・
・
・
・
・
・
・

住宅、オフィスの省エネルギー、再生可能エ
ネルギー技術の導入
交通インフラの整備、再エネ技術導入
廃棄物
生活インフラ
文化、自然遺産等の保護
防災、減災
緑地や公共スペースの確保

安心と魅力のある
まちづくり

・
・
・
・
・
・
・
・
・

住宅等建築物に対する助成、補助
再生可能エネルギーの導入
再生可能エネルギーの情報発信
再生可能エネルギーに関する施策、まちづくり

廃棄物、３Ｒ※13

防災、減災
文化財、遺跡の保護
持続可能なまちを構成する生活環境の構築（都市計画）

12
持続可能な生産消費形態を確保
する

・生活で使う商品やサービスを生産、
消費する方法を変えて環境負荷を減
らしつつ、生活の質の向上を目指す

・
・
・
・
・
・
・
・

食品ロス
天然資源（化石燃料、水資源、森林資源）の
消費
廃棄物削減
文化振興、産品販促、持続可能な取組みを生
かした観光業
児童、生徒への気候変動に関する教育、持続
可能な発展に関する教育

丸ごと余さず使う
まちづくり

・
・
・
・
・
・
・
・

食品ロス対策
廃棄物削減、３Ｒの取組み
エネルギー消費（製造、加工、流通、消費）の改革、革
新、新発想
持続可能な社会、環境に関する教育、学習
商工農など産業部門の取組みや成果を観光やまちづく
り、特色づくりなどへ二次利用

提供を受けるサービスや物品の購入先のＥＳＧ※14の
チェック

13
気候変動及びその影響を軽減す
るための緊急対策を講じる

・自然災害に対するレジリエントなま
ちづくりと地球温暖化を原因とする
気候変動への対策のため温室効果ガ
スの削減と低炭素社会へシフト

・
・
・
・
・
・
・

防災、減災
地球温暖化
低炭素社会
温室効果ガス（二酸化炭素、メタン、一酸化
ニ窒素）
食糧生産（農業、漁業などの温暖化対策）
気候変動に関する教育、啓発、能力開発

気候変動に
しなやかな
まちづくり

・
・
・
・
・
・
・
・

防災、減災
エネルギー開発、需要、供給への取組み
温室効果ガス削減のための監視と対策、実行
農業、漁業など食糧生産現場における温暖化対策（気象
に対応した栽培技術の開発、生産における温室効果ガス
削減取組み）
教育、学習、能力開発の機会の創出、人材育成

14
持続可能な開発のために海洋・
海洋資源を保全し、持続可能な
形で利用する

・海、海洋資源、及びそこにつながる
内水面の環境を守る

・
・
・
・

河川、湖沼
産業排水、生活排水
水圏生態系の回復、保護
ゴミの削減、廃プラスチックの削減

きれいな北上川を
維持しよう

・
・
・

下水、浄化槽の整備、維持
河川、湖沼など内水面における環境保全
ゴミ、廃プラスチックの排出削減

15

陸域生態系の保護、回復、持続
可能な利用の推進、持続可能な
森林の経営、砂漠化への対処、
並びに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止す
る

・生物や天然資源を守る

・
・
・
・

森林、湿地、乾燥地、山地
生物多様性
山地生態系
特定外来生物の駆除

豊かな森を
守ろう

・
・
・

生物多様性の保護、回復
山地、森林、都市、内水面などの生物多様性や生態系の
保護、回復の視点、施策

16
Peace

（平和）

持続可能な開発のための平和で
包摂的な社会を促進し、すべて
の人々に司法へのアクセスを提
供し、あらゆるレベルにおいて
効果的で説明責任のある包摂的
な制度を構築する

・人の権利を守る平和で公正な社会づ
くり

・
・
・
・
・
・

公共的機関のコンプライアンス
個人情報保護
情報セキュリティ
あらゆる形態の暴力
子どもへの暴力、搾取
人権

誰もが
安心・安全を
感じられる社会

・
・
・
・
・
・

暴力、犯罪の減少の取組み
ＤＶ、子どもへの暴力の阻止
個人情報の保護
情報セキュリティの確保
透明性、公平公正が確保された行政（情報発信、制度の
構築）

17
Partnership
（連携）

持続可能な開発のための実施手
段を強化し、グローバル・パー
トナーシップを活性化する

・難しい課題や新しい課題の解決、Ｓ
ＤＧｓの推進のために様々な立場の
関係者で連携する

・
・
・
・

企業、行政、研究機関、金融、労働、メディ
アの連携（「産官学金労言」）
個人、団体の連携
実施手段の強化

みんなが
「つながる」
まちづくり

・
・

ステークホルダー※15との連携

　グローバル※16に限らず、ローカルでも

　※12　性的マイノリティ：同性が好きな人や、自分の性に違和感を覚える人、または性同一性障害などの人々のこと。
　※13　３Ｒ：リデュース（Reduce）、リユース（Reuse）、リサイクル（Recycle）の３つのＲ（アール）の総称。限りある資源を有効に繰り返し使う社会を作ろうとするもの。
　※14　ＥＳＧ：環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）の頭文字を取って作られた言葉。ＥＳＧに配慮した取り組みを行うことは、長期的な成長を支える経営基盤の強化につながると考えられている。
　※15　ステークホルダー：事業者等が活動を営むことによって何かしらの影響または利害関係が生じる相手を総称する意味で用いられる言葉。
　※16　グローバル：地球的な規模であるさま。全世界にわたるさま。

Prosperity
（豊かさ）

Planet
（地球）


